
    

    発行責任者 

              西川 晃二          

長崎県立五島高等学校                        第２号 平成２４年 ５ 月３１日 発行 

№１ 

【校長室より】 

生徒の顔を知るために 

   

 保護者 各位 

 

 新学期が始まり約２ヶ月間が過ぎようとしています。この２ヶ月間で生徒達は一回り大きく成長している、

もしくは成長しつつあるかと期待しています。特に１年生の成長には目を見張るものがあるのではないかと思

います。部活動や諸行事を通して鍛えられています。つい先日は高校生としての初めての定期考査を体験しま

した。楽しいこと、嬉しいこと、そして辛いこと、悲しいこと等々を通して、新入生としての顔から、今や五

高生の顔へと変わってきました。また同時に２、３年生についても同様なことが言えます。子を持って知る親

の恩ではありませんが、後輩を持ってはじめて、上級生としての顔が形作られ、自信と自覚が芽生えてきてい

るかと思います。集団生活であればこその、学校生活の意義とも言えます。 

 さて、成長著しい高校生ですが、生徒達には３つの顔があります。一つは学校の顔、一つは家庭の顔、そし

て、地域や友との顔です。教員は学校の顔の生徒はよく把握しているつもりです。しかし、家庭や地域での顔

については話や予想でしか知らないのが現状です。三者面談等で保護者を通じ、学校外の顔を「話し」では知

ることができますが、より生徒を知るには、家庭の中での生徒の実態をもっと知る機会があった方がよいと

思っています。保護者の皆さんは、面談を通して学校での顔を知る機会にはなりますが、教師にとっては、先

に述べたように「話し」でしか知らないのです。学級の生徒がどこから通っている。どのルートで学校に来て

いる。通学手段は何か。何時に起きて、どれだけ学習時間を確保している。いつ頃就寝している。等々は生活

の記録をつけさせているので「記録」としてある程度把握していますが、より具体的な生徒の姿は見えないの

が現状です。かつては大多数の高校で家庭訪問が実施されていました。また今でも実施している学校もありま

す。私自身、家庭訪問を経験し、保護者と親しく交わることで生徒の姿がより一層見えてきた経験がありま

す。ただし、現実的には教員に時間的な余裕がありません。日々の学校での指導で手一杯の観があります。仮

に一律に家庭訪問を実施した場合、教員の負担は大きなものがあると言えます。また、保護者の中にも義務段

階で家庭訪問があり、高校になってやっと解放されたと思っている方もいらっしゃるのではないでしょうか。

実施する環境としては厳しいものがあります。しかしながら、希望される保護者だけでも、実施できないかと

考えます。一律の実施は無理なので、年間を通して機会があればと期待するところです。 

 まだまだ、具体的な実施段階ではありません。素案をお示しし、実施が可能かどうか検討するとともに、保

護者の皆様にも対忚が可能かどうかについてご意見を賜りたいと思っています。 

 生徒にとって少しでも益あることであれば、何でも、どん欲に取り組みたいと思いますので、今後とも連

携、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

                                      長崎県立五島高等学校 

                                      校 長  西川 晃二 

 

 

 



№２ 

   ふるさと散策   ４月２７日       【生徒会指導部】 

 

 ４月２７日（金）「ふるさと散策」を行いました。この行事の主な目的は２つ

あり、クラス・班員同士の親睦を深めることと、五島という「ふるさと」の再発

見をするということです。「六方」「浦頭教会下」などの休憩を兼ねたチェック

ポイントでは、生徒会執行部の企画でクイズも準備され、各班はその難問に挑戦

しました。折り返し地点の「堂崎協会」付近は工事中で道幅が狭かったのです

が、係職員だけでなく、工事現場の方も私たちを安全に誘導していただきまし

た。また堂崎教会前広場では、２・３年生有志によるパフォーマンス大会も開か

れ、大いに盛り上げてくれました。きっと新入生も先輩方の温かな心意気に触れ

たことでしょう。ほとんどの班が往復２０kmの行程を助け合い、励まし合いな

がら無事ゴールし、この行事の目的を達成すると同時に、いろいろな方々のあた

たかな思いに触れることができた行事でした。 

 五高生に親しまれている『蒼き故郷』の歌詞に「いつの日にもこの蒼い海とそ

の笑顔が包み込んでくれる こんなにもやさしく これからもずっと心を支え

る」という一節があります。この行事でみんなが改めて五島のよさを知り、また

ここで育った自分を見いだしたのではないでしょうか。私たちにやさしい『蒼き

故郷』を誇りに思い、末永く大切にしていきましょう。 

    携帯電話教育   ５月１日        【生徒指導部】 

 

５月１日(火)のＬＨＲで，全学年対象に携帯電話教育を実施しました。 

今年度の講師にはＮＴＴドコモ九州の穴井美鈴様・松岡愛由美様をお招きし、

『ケータイ安全教室』と題してご講演をいただきました。最初にプロフ（自己紹

介サイト）・掲示板（意見交換サイト）についての説明の後、それぞれに個人情

報（名前・住所・性別など）を書き込むと、さまざまな事件（性的被害・殺害な

ど）に巻き込まれる危険性があることを注意されました。その他、迷惑メール・

誹謗中傷・ワンクリック詐欺・架空請求への対処法、などについて学ぶことがで

きました。生徒の皆さんは、あらためてマナーを守った正しい携帯電話の使い方

について理解を深める機会になったと思います。 

    ＰＴＡ総会     ５月２６日      【教務部】 
 

５月２６日（土）にＰＴＡ総会と学級懇談会を行いました。当日は多忙な中、多数の保護者の皆様にご出席いただ

き、誠にありがとうございました。総会を通して、昨年度の学校の運営に関する報告を行い、今年度の事業計画につ

いて説明をいたしました。 

また、学年や学級の懇談会では、お子様に対する「想い」もお伝えすることができたのではないかと思っておりま

す。 

今後ともこうした機会を通して、教育の在り方について共通理解を図り、ＰＴＡの皆様のお力をお借りしながら、

お子様の学校生活の充実に努めていきたいと存じます。９月２６日（水）には１，２学年ＰＴＡ、１０月１１日

（木）には３学年ＰＴＡを実施いたします。また、１１月２３日（金）には、五島地区ＰＴＡ研修会がで開催されま

す。多数のご参加をよろしくお願いします。 

    校歌・遠征歌練習   ５月２４日～２９日 
 

５月２４日・２５日・２９日の３日間、放課後に校歌・遠征歌練習を行いま

した。これは、高総体期間中に学校に残る生徒たちが、壮行式で選手たちに向

けて、激励の気持ちを熱い歌声で届けるために行っているものです。 

練習には文化部の生徒と体育部の一部の生徒が参加しました。全校が３チー

ムに分かれ、各チームのリーダーである３年生が練習をリードしながら進めら

れました。３年生が１・２年生にお手本を見せたり、お互いに声の大きさを

チェックしたりと、各チーム工夫を凝らした練習を行っていました。３日間の

練習でみんなの気持ちも1つになったように感じます。高総体は３年生にとっ

て最後の試合になる部がほとんどです。海の向こうで、日頃の練習の成果を発

揮し、悔いのない試合をしてきてほしいという願いをこめて、私たちの高らか

な歌声で選手たちを送り出したいです。 



№３ 

    高総体に向けて        サッカー部 部長  内田 武志 
 

 今年も６月２日（土）からいよいよ高総体が行われます。私たちサッカー部は、１回

戦で波佐見高校と対戦します。波佐見高校は、強豪校なのでまずはこの試合に全力を尽

くすつもりです。 

 最後の高総体に向けて、全ての体育部の３年生は張り切って練習に取り組んでいるこ

とと思います。しかし、高総体は３年生だけの頑張りでは、試合に勝つことはできませ

ん。勝利をつかむためには、全員が一丸となって戦うことが重要になってきます。 

 私は、昨年度の高総体では運良く試合に出場することができました。その試合で３年

生の先輩方の姿は、とてもたくましく、頼りがいがあったことを今でも鮮明に覚えてい

ます。 

   その姿を見た私は、先輩達に必死についていくことができ、試合も勝利を収めること

ができました。私にはその経験があるので、これからの練習では気を引き締めて、後輩

が付いてきてくれるように取り組みます。試合では、勝利をつかむために、力を全部出

し切ります。その姿を後輩が見て、「３年生はすごかった。」と思ってもらえるように

プレーします。 

そして、高総体で私自身が人間としても成長し、今後の人生につなげることができるように、悔いのない準備をし

て、今までの練習の成果を発揮してきます。 

    五島高校に入学して       １年３組  櫻田 美咲 
 

 入学して１カ月半が経ちました。授業は進むのが速くて、まだ慣れません。高校は中学校

とは違って、課題の量も多く、部活動の時間も長いため、寝るのは夜遅くになりました。ま

た、朝補習があるので、朝は今までより早起きになりました。五島高校は進学校なので、部

活動との両立は大変ですが、高総体前ということも忘れずに、勉強も部活動も集中して取り

組みたいと思います。 

 私が所属している陸上競技は、個人種目でも仲間が大切なスポーツです。リレーメンバー

という自覚を持ち、残り２週間、一生懸命頑張りたいです。私は最後の県中総体では、出場

した全ての種目で決勝に残り、結果を残すことができました。高校では、まだまだ上を目指

して長崎国体に出場したいと思います。お世話になる方々への感謝の気持ちを忘れずに、勉

強でも部活動でも努力していきます。 

     進路指導部より                   
  

 3月（新２年）・4月（１年）にスタディサポートを実施しました。ベ

ネッセの模試では、得点・偏差値の他にGTZ（学習到達ゾーン）という学

力指標があります。得点はテストの難易度によって、偏差値は受験者集団

によって変動しますが、GTZはベネッセ独自の絶対評価となっています。

７月・１０月・１月の模試でGTZがどう変化したか注目してみてくださ

い。なお、旧帝大合格レベルはS3以上、国公立大合格レベルはB1以上、

公務員・公立高看合格レベルはB3以上、就職試験合格レベルはC3以上が

目安となっています。スポーツコース・衛生看護科も含めて全体でDゾー

ン0名も目標の一つです。全校生徒挙げて目標を達成しましょう。 

ＧＴＺ ゾーンの位置づけ 

Ｓ１ 超難関大レベル 

Ｓ２ 
難関大レベル 

Ｓ３ 

A1 超関大可能レベル 

A2 国公立大・中堅私立大 

レベル A3 

B1 
国公立大・中堅私立大 

可能レベル 
B2 

B3 

C1 
４年制大可能レベル 

C2 

C3 実力養成レベル 

D1 
基礎力養成レベル 

D2 

D3 基礎・基本養成レベル 

メールメイトで高総体の結果を速報でお届けします。 
 手続きは下記のメールアドレスに空メールを送り、返信メールの示す手続きをするだけです。個人情報の取り扱いには万全

の注意が払われていますので、安心してご登録ください。  
 

登録アドレス  gokou-t@m-mate.com 

○ docomo：ｉモードからの設定 

 「iメニュー」→「お客様サポート」→「各種設定」→ 

 「メール設定」→「詳細設定/解除」→ 

  （認証パスワード）→ 「受信/拒否設定」 

 （ラジオボタンの「設定」を選んで「次へ」）→ 

 「ステップ４」（受信設定）→ 

 ドメイン名「m-mate.com」を入力して「登録」 

○ au：Ezwebの指定受信 

「メール」→「Eメール設定」→「メールフィルター」→（暗証番号）  

 →「指定受信リスト設定」→「m-mate.com」を登録 

   
○ softbank：アドレス指定設定 

 「メール設定」→「迷惑メールブロック設定」→「個別設定」 

  →「受信許可・拒否設定」→「許可リストとして設定」→ 

 「個別アドレスの追加」→「m-mate.com」を登録→「ドメイン(E-mail)」  

  →「このアドレスを有効にする」 

 

 



№４ 

   「長崎っ子の心を見つめる」教育週間  ５月２２日～２６日  【教育相談部】 
 

 ５月２２日（火）～２６日（土）の５日間、「長崎っ子の心を見つめる」教育週

間を実施しました。 

 今年度は特に、『長崎っ子に贈る５０の話』の中から特に生徒に読んでもらいた

いと思うものを選んで冊子にし、朝の読書の時間に一斉に読んでもらったり、生徒

から募集した「いじめ根絶標語」を新聞部の協力でポスターにして渡り廊下入り口

に掲示したりという取り組みを実施しました。また、登校時のあいさつ運動や悩み

調査「１学期の私が思うこと」の実施、授業や部活動の公開なども取り入れた1週

間となりました。最終日の２６日（土）は、午後のＰＴＡ総会に先立ち、各クラス

担任による授業の公開も実施したところ、保護者の皆様には多数ご来校いただきま

した。ありがとうございました。今後とも、生徒の皆さんが気持ちよく学校生活を

送れるように支援していきたいと思っています。  

  五高いじめ根絶宣言・標語 決定！ 
  

５月８日、全校集会にて「五高いじめ根絶宣言文」と「五高いじめ根

絶標語」が生徒会長によって発表されました。標語は４月に全校生徒

に呼びかけ募集し、選ばれたものです。そして新聞部の協力により標

語のポスターが完成しました。渡り廊下前の掲示板に掲示しています。 

✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤✳✤

✳✤✳✤✳✤ 

     五高 いじめ根絶宣言文 

    

    私たちは、生まれながらにして一人ひとりが、人間 

  らしく、自分らしく生きる権利を持っています。しか 

  し、私達が他者の存在を忘れ、自己中心的な行動をと 

  るとき、他者の権利を奪ってしまいます。また、日々 

  の、知らず知らずの軽率な言動が、他者を深く傷つけ 

  てしまうということも少なくありません。そこで、こ 

  の五島高校で学ぶ全ての生徒が、いじめをせず、いじ 

  めを許さず、一人ひとりが大切にされ、一人ひとりが 

  楽しく充実した日々を送ることができるよう、次のこ 

  とを宣言します。 

 

    他者をよく理解し、自分の個性も他者の個性 

  も尊重します。 

 

    周りを見渡せる広い視野を持ち、のびのびと 

  生活できる環境作りにつとめます。 

 

  五高生としていじめ根絶に全力をそそぎます。 

             
                          平成２４年５月８日  五島高校 生

徒会 

五高 いじめ根絶標語2012 

 


